
 

 

 

 
 

陰で見守り子どもを育てる 

                            校 長  市之瀬 輝明 

 正門の両側に植えられている金木犀の微かな香りに秋の訪れを感じる候となりました。季

節は、秋への進行のスピードを速めているかのようです。この夏も酷暑とともに豪雨にも見舞

われました。９月になって、台風の影響等での大雨警報で下校時間の学校での待機をメ

ール配信させていただきました。これからも様々な気象の変化が予想されますが、子供た

ちの安全を最優先して対応してまいります。本校では、すべてのご家庭に緊急連絡メール

システム【すぐーる】にご登録していただいております。そのため迅速な対応ができますことに

感謝申し上げます。 

 さて、子ども達が経験する「失敗の経験」と「成功の経験」はそれぞれどのように心に刻ま

れるのでしょうか。私は、心の底にどんよりと沈殿した暗いものと、心全体にきらきら輝くものを

想像します。「失敗は成功のもと」と安易に言いますが、失敗の経験を生かすには膨大な

エネルギーを必要とします。失敗の原因を分析するだけの理性と強い意志がなくてはでき

ないと思います。一方、成功の喜びは心地よい感情として、体にみなぎり外にまで溢れ出

ます。小さな子どもでも味わうことができるものであり、人間形成に直ぐにつながるものでもあ

ります。子どもに成功の喜びを味わわせるために、子どもを陰で支えることは、大人の役目

だと思います。 

 陰で見守ること･･･。叱る時も同じです。叱られない子どもはこの世の中にいませんがその

タイミングにより子どもの心への響き方は様々です。危険なこと・周りに迷惑をかけた時に

は、その場でピシッと短く叱る。人間としての生き方に関して言い聞かせる時には、子どもの

気持ちが落ち着いている時に穏やかにじっくり話す。褒める時にはお父さん、お母さん、おじ

いちゃん、おばあちゃん等にも協力してもらって大勢の口で。叱る時には、一人で、まず正面

から、次に少し時間をおいてから。学校で先生に叱られてショゲている時に、親にまで先生

と同じ調子でやられたのではたまらない。そんな時は、子どもの心に受け入れ態勢が整うの

で、しばらくは陰で見守っていることが必要だと思います。 
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１０月行事予定

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 水
都民の日

2 木 運動朝会

マラソン旬間(～２４日）            　　 SC
安全指導・安全点検 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

3 金

特別時程(AMのみ）  まちたんけん(2)
たてわり交流給食　　たてわり班遊び
あいさつ当番終(1)　　放課後PU教室

14:10 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00

4 土

5 日

6 月 読書

委員会（１０月）

13:10 14:10 14:10 14:10 15:10 15:10

7 火 学習

秋の歯科検診(全)8:45～

14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

8 水 読書

４時間授業

13:10 13:10 13:10 13:10 13:10 13:10

9 木 児童集会

社会科見学（３）      　　　SC

14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

10 金 学習

放課後PU教室
ワールドカフェ（5) 14:10 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00

11 土

12 日

13 月
スポーツの日

14 火 読み聞かせ 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

15 水 読書

４時間授業

13:10 13:10 13:10 13:10 13:10 13:10

16 木 運動朝会

イングリッシュキャラバン

14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

17 金 学習

５時間授業(4～6)
ワールドカフェ（４） 14:10 14:10 14:10 14:10 14:10 14:10

18 土

土曜授業プラン（特別時程）
（体育科学習発表会）
区民まつり

12:05 12:05 12:05 12:05 12:05 12:05

19 日
区民まつり

20 月 全校

読書旬間始（～11月２日）
クラブ⑤
Web-QU(3～6)～２４日 13:10 14:10 14:10 15:25 15:25 15:25

21 火 読書

生活科校外学習（1.2）
落語教室(３) 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

22 水 読書

自転車安全教室（３）

13:10 14:10 14:10 14:10 14:10 14:10

23 木 読書 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

24 金 読書

韓国小学校との交流（６）
放課後PU教室
ワールドカフェ（３）

14:10 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00

25 土

26 日
サンシティ祭

27 月 読書

委員会（１１月）
なわの日（1.3.5)　　ランチルーム給食(6-1)
落語教室(１)　      コープ出前授業（4）

13:10 14:10 14:10 14:10 15:10 15:10

28 火 読書

なわの日（2.4.6）
ランチルーム給食(6-1) 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

29 水 読書

たてわり班遊び
落語教室(2.6) 13:10 14:10 14:10 14:10 14:10 14:10

30 木 音楽朝会

シード出前授業(2)　　　　ＳＣ
ものづくり体験出前授業(4) 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00 15:00

31 金 読書

避難訓練（起震車、煙体験ハウス）
ワールドカフェ(3)
放課後PU教室

14:10 14:10 14:10 15:00 15:00 15:00

下校予定時刻

令和７年度

行事等日 曜 朝会・集会



     
 

 

９月１８日（木）～１９日（金）、５年生は倉渕移動教室がありました。緑小学校での初め

ての宿泊行事は、群馬県立自然史博物館の見学、励まし合って登った榛名山登山、

様々な動物と出会い、癒やされた群馬サファリパーク、宿舎での 2校合同キャンプファイ

ヤーなど、仲間たちと楽しく活動し、これまでよりさらに仲を深めました。 

子どもたちにとって大きな経験となったのは、限られた時間やルールの中で、どのように

過ごすことが自分のため、みんなのためになるのかを考えながら行動したことです。班ごとに

ある自分の役割（班長、副班長、バスレク係、食事係、保健・美化係、キャンプファイヤー

係）に責任をもって準備をしました。当日は班のメンバーに指示をしたり、全員の前に立って

会やレクなどを進行したりしました。互いに声を掛け合い、一生懸命取り組む姿に集団とし

ての力を感じました。半年後には最高学年となり、緑小を引っ張っていく５年生。この経験を

これからの学校生活に大いに生かしてほしいと思います。 

                                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年の窓 
５年生 



 

 

生 活 指 導 部 か ら 

SNS利用と子供の安全について 

 9 月 1１日（木）、緑小学校ではセーフティー教室を実施いたしました。志村警察署のご

協力のもと、２校時には低学年の児童、3 校時には高学年の児童を対象に不審者への

対応の仕方や SNS・スマートフォンの安全な利用方法などについて学びました。 

 最新の事例をもとに、SNS を通じた犯罪の被害が少なくなってきているものの、生命や身

体に危険を及ぼす重大な犯罪の被害は増加しており、特に小学生の被害が増えていると

のお話がありました。また、加害者は非常に巧妙に年齢や性別を偽装し、ゲームや友達募

集アプリを通じて長期にわたって信頼関係を築いた後に、様々な手口で被害者を追い込

むという事例の説明もありました。 

 スマートフォンの便利さとは裏腹に、このような危険もあるため、保護者の皆様にはお子様

の SNS 利用状況に注意を払い、フィルタリング機能の利用など、具体的な対策を講じるこ

とが推奨されます。また、お子様が何か困ったことや怖い思いをした場合には、気軽に大

人に相談できる環境作りが大切であるとみんなで確認をしました。 

 

保護者の方へのお願い 

• SNSの安全な利用について家庭内で話し合っていただくようお願いします。 

• お子様が安心して相談できる関係性を育むことが重要です。 

• 定期的にお子様のオンライン環境をチェックし、フィルタリング設定を活用してください。 

学校でも、児童一人一人の安全を守るためにこれからも指導を重ねて参ります。保護者の

皆様のご協力とご理解を心よりお願い申し上げます。 

 

生活指導主任 


